








 

近年小児科領域でも,食道ペーシングが行われるようになり不整脈の診断と治療に大きく

役立っている。食道ペーシングは非観血的に,ベッドサイドで何度でも繰り返して行えるた

め,薬剤抵抗性の上室性不整脈の治療や薬剤選択には特に有用である。今回は,新生児及び

乳児早期の上室性頻拍症に対し食道ペーシングを行いその有用性を検討した。 


